
SAG
AE CITY PU

BLIC RELATIO
N

S
さくらんぼと歴史が育む　スマイルシティ　寒河江

都市計画マスタープランを見直
しました…………………………２

さがえニュース…………………４
さがえコラム……………………７
まちかど…………………………８
生涯学習のまど…………………10
お知らせ…………………………12

No.1677

2017

5.5市
報さがえ

目次

さがえっこの健やかな成長を願い
ギフトを贈呈



SAGAE NEWS
さがえニュース
寒河江市都市計画マスタープランを見直しました

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
総
合
的
に
示

し
た
も
の
で
▽
土
地
利
用
▽
道
路
や
公

園
、
緑
地
等
の
整
備
▽
自
然
環
境
の
保

全
―
な
ど
、
都
市
計
画
や
都
市
基
盤
施

設
の
整
備
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て

進
め
ら
れ
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
、
市
勢
の
維
持
発
展
を

目
指
す
た
め
に
寒
河
江
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
平
成
10
年
に
同
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
傾
向
へ
の

転
換
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
大

規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
等
、
社
会
情

勢
は
策
定
当
時
か
ら
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
に
策

定
さ
れ
た
第
６
次
寒
河
江
市
振
興
計
画

と
の
整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
現
在

の
状
況
や
課
題
を
整
理
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
同
計
画
案
を
策

定
。
各
地
区
で
の
説
明
会
や
寄
せ
ら
れ

た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
受
け

「
自
然
空
間
と
調
和
し
た
、
誰
も
が
親

し
み
を
持
ち
、
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
感
じ

る
都
市
空
間
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、

計
画
の
内
容
等
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
市
役
所
３
階
建
設
管
理
課
と
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
総
務
計
画

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
330
へ
。
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山
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沢
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備
中

地区名

事業主体

基本方針等

南部地区（住宅地）

民間開発

人口減少への対応（住民要望が
高い）

地区名

事業主体

基本方針等

陵南地区（住宅地）

民間開発

用途地域内を優先的に宅地化を図る

地区計画等で道路と一体的な整備を
図る（長期的計画）

地区名

事業主体

基本方針等

高松地区（工業地）

寒河江市

短期的には既存工業団地の充実を図
り、状況を見ながら工業用地の拡大
も検討していく

地区名

事業主体

基本方針等

寒河江駅南地区（用途見直し）

寒河江市

現況の土地利用を活かした用途地域
 の変更（第二種中高層住居専用地域
 ⇒商業系用途地域へ変更）

駅前の商業的立地条件を生かした駅
周辺地域の活性化

地区名

事業主体

基本方針等

高松地区（住宅地）

民間開発

工業団地就業者の受け皿

人口減少への対応（住民要望が高い）

地区名

事業主体

基本方針等

西根地区（住宅地）

民間開発

用途地域内であるが、山形盆地断
層帯等の地理的条件から優先度は
他の地域に比べ低くなる

地区名

事業主体

基本方針等

みずき団地南地区（住宅地）

民間開発

良好な立地条件を活用した新市街
地の形成

現況（一部宅地化されている）に
合わせた用途地域の拡大

地区名

事業主体

基本方針等

西根地区（商業地）

民間開発

寒河江市北部地域の商業機能の強化

アクセスの利便性を活かした交流
拠点の創出

路線名

計画時期

基本方針等

幅員

3・4・2号　落衣島線（平塩）

16ｍ

短期

早期完成を目指す

路線名

計画時期

基本方針等

幅員

3・4・14号　山西鶴田線（仲谷地地区）

18ｍ

中・長期

高屋落衣線の整備に併せた整備

路線名

計画時期

基本方針等

幅員

3・4・2号　落衣島線（南部）

16ｍ

中・長期

住宅地については幅員の見直し

計画線の見直し（古河江横道線へ接続）

路線名

幅員

計画時期

基本方針等

3・4・6号　寒河江川橋最上川
                   ふるさと総合公園
                   線（南部工区）

16ｍ

中・長期

高速道路から南寒河江駅まで延伸

路線名

計画時期

基本方針等

幅員

3・4・2号　落衣島線（西根区間）

18ｍ

短期

早期完成を目指す

路線名

計画時期

基本方針等

幅員

3・4・12号　下釜山岸線

18ｍ

中・長期

幅員の見直し

路線名

計画時期

幅員

3・4・7号　高瀬山石持線

16ｍ

中・長期

計画ルート、幅員の見直し基本方針等

路線名

計画時期

基本方針等

幅員

3・4・14号　山西鶴田線（船橋地区）

18ｍ

中・長期

計画通りに整備を行う

路線名

計画時期

基本方針等

幅員

3・4・2号　落衣島線（柴橋）

16ｍ

中・長期

計画ルートの見直し検討

計画概要図
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SAGAE NEWS
さがえニュース

ご
み
を
減
ら
し
て
住
み
良
い
ま
ち
に

　
平
成
29
年
度
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

委
嘱
式
が
４
月
11
日
、
市
民
文
化
会
館

で
行
わ
れ
推
進
員
を
代
表
し
て
真
木
孝

義
さ
ん
へ
、
佐
藤
市
長
か
ら
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年
勤
続

退
任
者
５
人
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
員
の
方
々
を
中
心
に
、
ご
み
の

排
出
量
を
抑
制
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を

有
効
に
利
用
し
て
環
境
を
保
全
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

永
年
勤
続
退
任
者

勤
続
13
年
／
木
島
三
貴(

陵
南
町
３)

、

勤
続
10
年
／
力
石
光
雄(

元
町
10)

、
勤

続
９
年
／
庄
司
勇(

寿
町)

、
勤
続
８
年
／

大
沼
德
夫(

留
場)

、
勤
続
７
年
／
安
孫

子
肇(

中
央
５)�

[

敬
称
略]

さがえニュース

　
平
成
29
年
度
町
会
長
委
嘱
式
が
４
月

11
日
に
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
２

０
２
人
の
町
会
長
を
代
表
し
て
洲
崎
町

会
長
・
菊
池
完
次
さ
ん
へ
、
佐
藤
市
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
永
年
勤
続
退
職
者
20
人
に
対
し
て

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続
退
職
者

勤
続
14
年
／
田
宮
秋
男(

南
新
町)
、
勤

続
13
年
／
阿
部
政
良(

泉
町)

、
勤
続
10

年
／
力
石
光
雄(

元
町
10)

、
勤
続
９
年
／

庄
司
勇(

寿
町)

、
勤
続
８
年
／
佐
藤
昭

町
会
長
へ
委
嘱
状
を
交
付

右
衞
門(

田
代)

、
勤
続
７
年
／
安
孫
子

肇(

中
央
５)

、
勤
続
６
年
／
髙
橋
正
圀

(

米
沢)

、
勤
続
５
年
／
渡
辺
義
弘(

駅
前

２)

、
柏
倉
亮
祐(

27)

、
土
田
幸
太(

中

央
２)

、
大
沼
吉
德(

元
町
５)

、
坂
野
修

悦(

元
町
７)

、
勤
続
４
年
／
五
十
嵐
巖

(

皿
沼
２)

、
浦
山
徳
行(

皿
沼
３)

、
鈴

木
捷
蔵(

新
町)

、
大
江
芳
信(

下
河
原)

、

勤
続
３
年
／
仁
藤
岩
夫(

丑
町
１)

、
安

藤
昌
則(

越
井
坂
３)

、
小
林
哲
男(

元
町

４)

、
有
川
潔(

城
之
内)

�
[

敬
称
略]

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す

　
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
委
嘱
式
が

４
月
13
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
計
25

人
の
隊
員
を
代
表
し
て
渡
邉
朋
行
さ
ん

（
県
猟
友
会
西
村
山
支
部
寒
河
江
分
会

会
長
）
へ
佐
藤
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
実
施
隊
は
有
害
鳥
獣
が
住
宅
地
近

辺
へ
出
没
し
、
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
場

合
な
ど
に
▽
見
回
り
や
追
い
払
い
▽
捕

獲
わ
な
の
設
置
・
撤
去
▽
有
害
鳥
獣
被

害
防
護
柵
を
設
置
―
な
ど
を
行
い
、
農

作
物
被
害
や
人
身
被
害
を
未
然
に
防
い

で
い
ま
す
。

寒
河
江
の
お
祭
り
で
に
ぎ
わ
い
を
創
出

　
つ
つ
じ
ま
つ
り
や
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
、

寒
河
江
ま
つ
り
と
い
っ
た
本
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
と
全
国
へ
向
け
た
観
光
Ｐ
Ｒ

を
推
進
し
て
い
く
た
め
「
平
成
29
年
度

寒
河
江
四
季
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
総

会
」
が
４
月
５
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
の
那
須
義

行
会
長
は
「
寒
河
江
の
お
祭
り
が
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、

意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

ト
ル
コ
の
文
化
を
食
か
ら
理
解

元
気
な
さ
が
え
っ
こ
を
育
む
た
め
に

ら
公
使
参
事
官
を
お
招
き
す
る
な
ど
、

友
好
の
絆
を
一
層
強
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
料
理
は
、
羽
田
空
港
に
あ
る
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ミ
セ
ス
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
」
お
よ
び
ト
ル
コ
館
を
運
営
し
て
い

る
株
式
会
社
ト
ゥ
ー
バ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
勤
務
の
ト
ル
コ
人
シ
ェ
フ
２
人
が
調

理
。
食
事
を
前
に
同
社
副
社
長
の
山
崎

加
代
子
さ
ん
が
本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な

る
▽
ナ
ス
と
地
中
海
野
菜
の
ト
マ
ト
煮

他
４
品
の
前
菜
▽
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の

ス
ー
プ
▽
ミ
ニ
ト
ル
コ
パ
ン
▽
ひ
き
わ

り
小
麦
ブ
ル
グ
ル
の
ト
マ
ト
ピ
ラ
フ
▽

角
切
り
野
菜
羊
飼
い
の
サ
ラ
ダ
▽
メ
イ

ン
と
な
る
ト
ル
コ
産
あ
ん
ず
ソ
ー
ス
の

チ
キ
ン
ロ
ー
ル
他
２
品
▽
セ
モ
リ
ナ
粉

の
ス
イ
ー
ツ
▽
ト
ル
コ
紅
茶
の
チ
ャ
イ

▽
ト
ル
コ
ワ
イ
ン
他
３
品
の
ド
リ
ン
ク

―
全
18
種
類
を
紹
介
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
約
50
人
は
、
一
口
一
口
ト
ル
コ
感

あ
ふ
れ
る
味
を
確
か
め
な
が
ら
上
質
な

時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
保
育
室
を
３

部
屋
増
築
し
定
員
を
30
人
増
。
式
の
中

で
担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば
れ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
し
っ
か
り
と
手
を
伸
ば

し
て
「
は
い
！
」
と
大
き
な
声
で
返
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
保
育
所
入
り
口
の

ア
ー
チ
前
で
は
、
笑
顔
で
記
念
写
真
を

と
る
家
族
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
４
月
15
日
に
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
ね
っ
こ
ク
ラ
ブ
第
３
」
の
開
所
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
ね
っ
こ

ク
ラ
ブ
入
所
希
望
児
童
が
定
員
の
90
人

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
西
根
小
学
校
の

学
童
保
育
施
設
と
し
て
新
た
に
設
置
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
昨
年
開
所
し
た
「
泉
っ
こ
ク
ラ

ブ
」「
だ
い
ご
っ
子
ク
ラ
ブ
」
に
次
い

で
13
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。
式
の
中
で

は
、
入
所
す
る
児
童
が
元
気
い
っ
ぱ
い

に
歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
み
ん
な
が
手
を
取
り
合
い

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て
「
さ
が
え
っ
こ
す
く
す
く
宣

言
」
を
平
成
26
年
６
月
18
日
に
制
定
し

ま
し
た
。
さ
が
え
っ
こ
は
本
市
の
未
来

を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
健
や

か
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も

さ
ら
な
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
本
市
の
姉
妹
都
市
、
ギ
レ
ス
ン
市
が

あ
る
ト
ル
コ
共
和
国
の
文
化
や
伝
統
を

食
か
ら
理
解
し
よ
う
と
「
ト
ル
コ
生
活

を
味
わ
う
会
」
が
３
月
23
日
、
チ
ェ
リ

ー
ラ
ン
ド
さ
が
え
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
原
産
地
で
あ
る
ギ
レ

ス
ン
市
と
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
通
し
て

友
好
親
善
を
深
め
よ
う
と
昭
和
63
年
６

月
に
姉
妹
都
市
を
締
結
し
、
今
年
の
６

月
で
29
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
、

ト
ル
コ
人
写
真
家
ア
ル
プ
・
ア
ル
ペ
ル

さ
ん
の
写
真
展
を
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
で

開
催
し
、
こ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
駐
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
か

　
市
立
・
民
間
立
14
カ
所
の
認
可
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所
式
が
４
月

上
旬
に
市
内
各
地
で
行
わ
れ
、
新
た
に

３
０
５
人
の
子
ど
も
た
ち
が
入
所
し
ま

し
た
。
取
材
に
訪
れ
た
に
し
ね
保
育
所
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SAGAE NEWS
さがえニュース

SAGAE COLUMN
さがえコラム

　３月６日、たしろ亭で初のモニターツアーが開かれました。お越しいただいた
のは仙台圏に住む主婦の皆さん40人。お膳料理とこんにゃく作りを楽しんでもら
いました。お膳料理は、採れたてのコシアブラの天ぷらなど、山菜料理が大好評。
こんにゃく作りは初めての人が大半でしたが、地元のお母さんたちの丁寧な指導

のおかげで貴重な体験になったようです。今回ツア―を企画・実
施してみて感じたのは、田代ならではの食や体験が都会の人たち
を強く引きつけるということです。参加者はこんにゃく作りの間
も地元の人たちと積極的に交流し、田代の芸能や方言についてさ
まざまな質問をしていました。都会との交流は田代だけでなく、
都会の人たちにとっても、魅力的であることを再確認しました。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

沼田　卓哉（宮城県出身・２８歳）
田代の元気は寒河江の元気。ヨソモノの視点で地域資源を発掘し、葉山の
郷から寒河江に新しい風を送ります！

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

高齢者ホッと情報
　　なにほいず？

　認知症のことを正しく理解し、認知症の人や家族
を温かく見守る応援者になるために「認知症サポー
ター養成講座」を受講した人のことをいいます。
　高齢者（65歳以上）の約４人に１人は認知症また
はその予備群といわれ、誰もがなってしまう可能性
のある病気です。認知症になると、もの忘れから失
敗したり、今までできたことがうまくできなくなる
等、本人も家族も不安や心細さを抱えます。そんな
とき、認知症サポーターの心得を持った人が、優し
い言葉やさりげない手助けをしてくれたら、ホッと
救われ、安心して暮せるのではないでしょうか。
　現在、養成講座を受けた認知症サポーターは3,6８7
人（平成２9年３月末）で、平
成37年度までに認知症サポー
ターを１万人まで増やす目標
を立てました。ご自身の明日
の暮らしのためにも、認知症
サポーターになりましょう。
●�問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係
　☎８6-２111内線6２3へ。

本間龍介　整形外科医長
　４月１日付で本間龍介医師が、山形大
学医学部から市立病院の整形外科医長に
着任しました。専門は手外科になります
が、専門に限らず幅広く整形外科の診療
に当たっています。

市立病院に新たな医師が着任

～本間医師からひとこと～
　市民の皆さまの健康維持にお役に立
てるよう経験を生かして頑張ります。

桜
の
花
び
ら
に
交
通
安
全
の
誓
い

ご
と
貼
り
付
け
て
作
っ
た
「
交
通
安
全

の
桜
」
を
、
佐
藤
市
長
と
佐
藤
署
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
運
動
で
は
▽
歩
行
中
や
自
転
車
運

転
中
の
交
通
事
故
防
止
▽
飲
酒
運
転
の

根
絶
▽
運
転
者
の
基
本
ル
ー
ル
順
守
と

徹
底
▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
▽
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
―
の
５
つ
を
重

点
目
標
に
掲
げ
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
方
・
歩
行

者
・
自
転
車
を
利
用
す
る
方
が
増
え
、

交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
春
季

に
交
通
事
故
の
防
止
を
図
ろ
う
と
「
春

の
交
通
安
全
県
民
運
動
寒
河
江
市
出
発

式
」
が
４
月
７
日
、
柴
橋
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
同
校
の
３
、
４

年
生
の
他
、
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

関
係
者
な
ど
合
わ
せ
て
約
１
５
０
人
が

参
加
。
佐
藤
景
三
寒
河
江
警
察
署
長
は

「
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
一
番
事
故

に
遭
い
や
す
い
。
左
右
を
よ
く
見
て
渡

り
、
絶
対
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
は
全
員
で
声
を
そ
ろ

え
交
通
安
全
の
誓
い
を
発
表
。
交
通
安

全
の
取
り
組
み
を
桜
の
花
型
の
紙
に
書

き
、
木
の
幹
を
描
い
た
模
造
紙
に
学
年

内科医長　和田輝里子
　今回からは、気を付けたい生活
習慣病や季節性の病気など、内科

関連のお話を中心にしていきたいと思います。
　今号は脂質異常症についての話です。脂質異常症
は血中脂質値が異常な値を示す病気です。血液中の
余分な脂質が増えると動脈硬化を招き、心筋梗塞や
脳卒中を起こす危険性が高まります。脂質異常症と
診断されるのは▽ＬＤＬコレステロール140㎎／dl�
(ミリグラム毎デシリットル）以上▽ＨＤＬコレステ
ロール40㎎／dl未満▽中性脂肪が150㎎／dl以上―
のいずれかの場合です。脂質異常症の治療の際はＬ
ＤＬコレステロールの管理目標値を決めますが、動
脈硬化の危険因子（糖尿病や高血圧）をもっている
かどうかでその目標値が変わってきます。糖尿病・
高血圧を合併している場合やご家族に心筋梗塞・狭
心症の方がいる場合などは、リスクが高いため治療
目標を厳しく設定し、逆に危険因子がない場合は血
中脂質値が少し高くても食事療法のみで経過を見る
こともあります。次回は治療についてお話します。
●問合せ／市立病院☎８6-２101へ。

脂質異常症（前編）
市立病院ドクターアドバイス

チ
ー
ム
で
最
高
の
走
り
を
誓
う

　
第
62
回
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
に
出

場
す
る
寒
河
江
西
村
山
チ
ー
ム
の
結
団

式
が
４
月
16
日
、
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
大
会
寒
河
江
西
村
山
地

区
実
行
委
員
長
の
佐
藤
市
長
が
「
本
番

に
向
け
て
ピ
ー
ク
を
持
っ
て
い
け
る
よ

う
体
調
管
理
に
努
め
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
選
手
一
人
一
人
が
大
会

に
向
け
た
思
い
を
述
べ
た
後
、
草
苅
和

男
総
監
督
が
「
１
年
は
あ
っ
と
い
う
間
。

選
手
は
冬
場
を
中
心
に
力
を
つ
け
て
き

た
。
皆
さ
ん
の
声
援
を
背
に
受
け
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
そ
の
後
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
受
け

取
っ
た
選
手
ら
は
、
大
会
で
全
力
を
尽

く
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　認知症サポーターになろう！
　｢認知症サポーター」ほいずはよ、
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まちかど
クローズアップ

雪解け後の道路をきれいに

おもてなしの心に触れるひととき

選手が若さあふれる力を発揮できる大会へ

設立当初から続く奉仕活動

　市除雪協力会（真木幸一会長）による「市道除雪
路線一斉春のクリーン大作戦」が４月14日、市内全
域で行われました。雪解け後、路肩などに集まり目
立つようになったごみをなくして、きれいなまちに
しようと始まったこの事業は今年で15回目。同会を
構成する3８社の会員ら約８0人が参加し、初めに全員
で文化センター周辺を清掃した後、それぞれの担当
地区での作業に向かいました。

　国際ソロプチミスト寒河江「チャリティーハート
フル花とみどりの茶会」が４月２日、ハートフルセ
ンターで行われました。茶席の雰囲気を味わえる抹
茶席、リラックスして楽しめる紅茶席、春の料理を
味わえる点心席の３席が用意され、同会員のほか寒
河江高校茶華道部員らが約400人をもてなしました。
来場者は本格的な味と会場を流れる静かで穏やかな
時間を心から満喫していました。

　「平成２9年度全国高等学校総合体育大会寒河江市
実行委員会第２回総会」が４月13日、文化センター
で行われました。寒河江市では、男子バレーボール
競技大会が７月２9日・30日の２日間市民体育館で開
催される予定で、同競技大会の本市開催は初となり
ます。市実行委員会委員長の佐藤市長は「ハード面
では設備を整えていく他、ソフト面でも心のこもっ
たおもてなしをしたい」とあいさつしました。

　地域に密着し市民に親しまれるシルバー人材セン
ターを目指して毎年実施している清掃奉仕活動が４
月15日、二の堰親水公園周辺で行われました。ふっ
くらと今にも咲きそうな桜のつぼみの下、同会員約
170人が草刈鎌やごみ袋を手に早朝から集合。二の
堰のせせらぎを聞きながら、雑草を抜いたり、ごみ
や落ち葉を拾ったりしながら、心地よい爽やかな汗
を流していました。

　観光イベントなどで本市の魅力を全
国にＰＲする３人を選ぶ「ミスさくら
んぼコンテスト２017」が４月９日、チ
ェリーランドで開催されました。公開
審査では「さくらんぼのように愛らし
く、素直な明るさが表れているか」な
どを審査。出場者９人の中から、青木
瑠美さん（山形市・写真右)、仲山ま
どかさん（米沢市・同中央)、安食由
衣子さん（柴橋・同左）が選ばれまし
た。３人は「寒河江の良さをたくさん
の人に伝えていきたい」と語りました。

第41代ミスさくらんぼが決定

　心をつなぐ爽やかな歌声を届け
ようと「第41回寒河江市少年少女
合唱団定期演奏会」が３月２6日、
ハートフルセンターで行われまし
た。同合唱団は昭和45年に市中央
公民館事業の一つとして発足し、
現在、小学生から高校生までの16
人が在籍。市文化センターで週１
回練習を行い、県少年少女合唱祭
出場や福祉施設訪問等、さまざま
な活動を続けています。
　演奏会は４部構成で展開され、
約２0曲を披露。抜群の声量と歌唱
力で情感たっぷりに歌い上げ、多
くの聴衆を魅了していました。
　同合唱団では、小学生から高校
生までの団員を募集しています。
詳細については、市文化センター
☎８6-5111へお問い合わせください。

美しい歌声♪感動のステージ
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生 涯 学 習 の ま ど生 涯 学 習 の ま ど
寒河江市美術館

いっちゃん会� ５／２0㈯午後２時～３時
ムーミンママクラブ� ５／２８㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー

５／９㈫・16㈫・30㈫の午前10時～11時30分

子ども読書週間にちなんだ大型絵本等の展示� ５／７㈰まで
戸塚刺しゅうすみれ会「戸塚刺しゅう小物展」� ５／９㈫～２1㈰

スイーツ＆クッキング� ５／２1㈰まで
ガーデニングを楽しもう！� ５／２８㈰から

今月の1冊
幽霊協奏曲

赤川次郎・著　
文藝春秋・発行　

　「幽霊列車」でデビューして40
年。著者赤川次郎の前人未到の
記念すべき600冊目の本。７つの短編推理小説を
収録した「幽霊シリーズ」の最新作。
　警視庁捜査一課の宇野警部と女子大生永井夕子
の年の差カップルは、事件を起こす登場人物の何
気ない会話や行動、そして心の機微を見逃さない。
このシリーズは、難解な表現を避けた優しい文章
と、軽妙な表現で読者を引きつける。

春の体験企画展
アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
洲
崎
の
渡
辺
光
子
さ
ん
が
、
編

さ
ん
室
に
一
冊
の
写
真
帳
を
持
っ

て
来
て
下
さ
っ
た
。
光
子
さ
ん
の

母
親
の
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

表
題
は
、「
昭
和
十
七
年
六
月
二

十
八
日　
徳
川
侍
従
御
差
遣
記
念

山
形
県
購
買
販
賣
組
合
聯
合
会
寒

河
江
草
履
加
工
工
場
」
と
あ
る
。

今
の
寒
河
江
駅
の
所
に
あ
っ
た
寒

河
江
町
農
業
会
の
草
履
表
工
場
に
、

大
日
本
産
業
報
国
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
徳
川
侍
従
を
迎
え
て
の
記
念

写
真
帳
で
あ
る
。

　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
国
内

の
す
べ
て
の
政
治
経
済
活
動
は
、

国
体
護
持
の
た
め
「
報
国
会
」
を

結
成
し
て
戦
争
遂
行
に
突
き
進
ん

で
い
っ
た
。
寒
河
江
の
草
履
工
場

も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
寒
河
江
地
方
の
農
民
に
と
っ
て
、

草
履
表
の
生
産
は
重
要
な
収
入
源

で
あ
っ
た
。
冬
期
間
の
副
業
と
し

て
、
ど
こ
の
家
で
も
、
草
履
作
り

の
作
業
が
一
家
中
で
行
わ
れ
て
い

た
。
こ
の
草
履
を
仲
買
人
が
集
荷

し
て
、
問
屋
や
組
合
の
工
場
に
入

れ
て
加
工
し
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
十
五
年
に
は
、
山
形
県
全

体
で
二
五
八
六
万
足
、
う
ち
西
村

山
郡
は
一
四
七
五
万
足
で
六
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
う
ち
寒
河
江

市
域
の
生
産
高
は
そ
の
二
六
パ
ー

セ
ン
ト
。
寒
河
江
一
七
九
、
西
根

一
〇
二
、
柴
橋
六
〇
、
高
松
九
一
、

白
岩
七
九
、
醍
醐
五
八
、
三
泉
九

二
（
万
足
）。

　
記
念
帳
は
十
一
ペ
ー
ジ
か
ら
な

る
。
侍
従
長
が
到
着
し
て
記
念
撮

影
、
工
場
全
景
、
草
履
表
の
製
作
、

整
型
・
圧
縮
と
続
く
。
男
子
従
業

員
は
三
十
名
か
ら
な
る
。
若
い
人

か
ら
中
高
年
ま
で
、
戦
時
服
を
着

て
緊
張
し
た
容
貌
で
あ
る
。
女
子

従
業
員
は
若
々
し
い
女
性
た
ち
で
、

こ
れ
も
戦
時
服
で
身
を
包
む
。
撮

影
は
奥
山
写
真
館
と
あ
る
。

　
二
〇
一
七
年
二
月
十
五
日
。
渡

辺
光
子
さ
ん
と
お
会
い
し
た
時
、

長
く
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
こ

と
、
三
年
前
に
脳
梗
塞
障
害
か
ら

復
帰
し
た
こ
と
、
今
は
時
々
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
出
か
け
て
い
る

こ
と
を
長
々
と
語
ら
れ
た
。
そ
し

て
近
々
、
主
人
の
蒐
集
し
た
笠
を

も
っ
て
く
る
と
言
っ
て
別
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
四
日
後
の
二

月
十
九
日
に
渡
辺
さ
ん
は
亡
く
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
驚
が
く
と

同
時
に
、
生
き
る
は
か
な
さ
を
思

っ
た
。
も
の
す
ご
く
、
誰
か
に
自

分
を
語
り
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

享
年
七
十
二
歳
。

渡
辺
光
子
さ
ん
寄
贈
の
写
真
帳

Sagae Library
さがえライブラリー

　
地
域
に
伝
わ
る
歴
史
や
伝
統
文

化
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
づ
く
り

を
行
う
町
会
、
ま
た
は
団
体
等
を

支
援
す
る
「
歴
史
文
化
ふ
る
さ
と

回
帰
事
業
」。
今
年
度
も
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●�

補
助
対
象
事
業
／
地
域
の
歴
史
、

　
山
形
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

に
よ
る
講
演
会
が
、
本
市
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
場
満
郎
氏
は
、
北
極
海
や
南

極
大
陸
の
単
独
徒
歩
横
断
を
成
し

遂
げ
る
な
ど
の
功
績
に
よ
り
植
村

直
己
賞
を
受
賞
し
て
い
る
冒
険
家

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
５
月
２7
日
㈯
午
後
３
時

30
分
開
演（

午
後
３
時
開
場)

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

入
選
標
語

か
げ
口
を　
言
っ
て
る
君
も　
言
わ
れ
て
る

南
部
小
学
校
６
年　
大
沼　
佑
衣　
さ
ん

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー

８日㈪・22日㈪❺月の休館日

伝
統
、
文
化
、
生
活
等
に
関
す

る
活
動
や
事
業
で
、
事
業
費
が

５
万
円
以
上
の
も
の

●�

補
助
金
の
額
／
事
業
に
要
す
る

経
費
の
３
分
の
２
以
内

●�

申
請
／
市
生
涯
学
習
課
慈
恩
寺

歴
史
文
化
振
興
室
☎(

８
６)

８

２
３
１
へ
。

●
会
場
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

●
演
題
／
極
地
の
旅
で
学
ん
だ
こ
と

●
問
合
せ
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

「
慈
恩
寺
歴
史
文
化
振

興
室
」
コ
ー
ナ
ー

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
慈
恩
寺

の
特
徴
や
歴
史
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
慈
恩
寺
は
ど
ん
な
寺
院
な
の

で
す
か
？

Ａ　
慈
恩
寺
は
一
般
の
葬
儀
を
扱

う
寺
院
と
違
っ
て
、
国
の
平
穏
無

事
な
ど
を
願
う
祈
り
の
寺
院
で
す
。

「
○
○
院
」「
○
○
坊
」
と
い
っ
た

た
く
さ
ん
の
院
坊
か
ら
成
り
立
っ

て
お
り
、
こ
の
院
坊
を
含
め
た
全

体
の
名
称
が
「
慈
恩
寺
」
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
宝
蔵
院
・
華

蔵
院
・
最
上
院
の
三
ヵ
院
を
中
心

に
、
清
僧（

せ
い
そ
う
。
出
家
し

た
僧）

や
山
伏
の
四
十
八
坊
が
お

り
、
法
会
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
一
山
役
人（

い
っ
さ
ん

や
く
に
ん）

は
、
慈
恩
寺
の
補
佐

や
雑
務
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
寺
侍
、
家
来
な
ど
も
お

り
、
大
き
な
お
寺
で
し
た
。
明
治

時
代
に
領
地
が
な
く
な
っ
た
こ
と

が
影
響
し
、
現
在
は
三
ヵ
院
十
七

坊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
慈
恩
寺
と
い
う
と
、
本
堂
や
三

重
塔
だ
け
か
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
実
は
本
堂
を
取
り
巻
く

一
帯
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
院
坊
も

含
め
て
「
慈
恩
寺
」
な
の
で
す
。

　
今
年
の
成
人
式
を
左
記
の
通
り

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
８
月
14
日
㈪
午
前
10
時
～

●
会
場
／
市
民
文
化
会
館

●
対
象
／
平
成
８
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
。
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
に

は
、
７
月
上
旬
ご
ろ
に
案
内
状

を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
現

在
市
内
に
住
所
の
な
い
方
は
、

７
月
31
日
㈪
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
本
市
の
成
人
式
は
、
新
成
人
に

よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
実

行
委
員
が
式
を
運
営
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ

実
行
委

員
に
な

り
、
心

に
残
る

楽
し
い

成
人
式

に
し
て

み
ま
せ

ん
か
。

●
申
込
／
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎（
８
６
）５
１
１
１
へ
。

大
人
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

　

実
行
委
員
を
募
集

歴
史
文
化
ふ
る
さ
と
回
帰
事
業

冒
険
家 

大
場
満
郎
氏
の
講
演
会

申
請

受
付

　寒河江市は「日本一さくらんぼの里」。そして、
江戸時代から俳句の盛んな都市（まち)。俳句に
親しむとともに、俳句を通して寒河江市を見つめ
てみましょう
●日時／７月２日㈰午後１時30分～３時30分
●会場／中央公民館ホール（市文化センター内）
●記念講演／「俳句の明日へ」片山由美子氏

＝６月14日㈬まで俳句を募集します＝
　１人２句以内で内容は自由ですが、「さくらん
ぼ」「寒河江に関するもの」を季題とします。市
内各所（市立図書館、市役所、市文化センター、
寒河江駅、フローラ・ＳＡＧＡＥ、ゆ～チェリー、
慈恩寺、チェリーランド、長岡山、最上川ふるさ
と総合公園、市立病院）に設置された投句箱へ投
句してください。
●問合せ／市立図書館☎86-1662へ。

全国俳句大会
第47回さくらんぼの都市（まち）さがえ

従業員女子一同

　市美術館では、今年度もさまざまな体験企画展（ワ
ークショップ展）を開催します。今年度の１回目は、
“春の寒河江”と題して、サクランボの型紙の色染め
をする企画を行います。市美術館の大ギャラリーの壁
面いっぱいに障子紙を貼り、皆さんから自分が染めた
オリジナルのサクランボの型紙を貼ってもらおうとい
う企画です。
　ぜひ、ご家族やお友達などお誘い合わせの上ご来場
ください。
●日時／５月16日㈫～25日㈭の午前10時～午後７時
●休館日／５月24日㈬
●問合せ／市文化センター　美術館専門員　原田
　☎86-5111へ。

23日㈫～27日㈯　蔵書点検による休館

102017.5.5　市報さがえ11 2017.5.5　市報さがえ
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グ
リ
バ
ー
さ
が
え

カ
ヌ
ー
de
最
上
川
下
り

●
日
時
／
５
月
コ
ー
ス
（
５
月
６
日
・
13
日・

２0
日)

、
６
月
コ
ー
ス(

６
月
10
日
・
17
日
、

７
月
１
日)

、
９
月
コ
ー
ス
（
９
月
２
日・

９
日
・
16
日)

、
10
月
コ
ー
ス(

９
月
30
日
、

10
月
14
日
・
２1
日
）
の
各
土
曜
日
。
そ
れ

ぞ
れ
全
３
回
の
コ
ー
ス
で
午
後
３
時
～

●
会
場
／
グ
リ
バ
ー
さ
が
え
、
最
上
川

●
対
象
／
健
康
な
成
年
男
女

●
参
加
費
／
各
コ
ー
ス
と
も
７
５
０
０
円(

３

回
分
）

●
内
容
／
１
、
２
回
目
は
グ
リ
バ
ー
さ
が
え

や
最
上
川
で
楽
し
み
な
が
ら
カ
ヌ
ー
に
慣

れ
、
３
回
目
は
最
上
川
（
約
４
km
）
を
上

流
か
ら
み
ん
な
で
下
り
ま
す
。

●
申
込
／
グ
リ
バ
ー
さ
が
え
管
理
事
務
所

　
☎(

８
５)

１
１
５
８
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

催
し
案
内

　
「
芸
術
文
化
の
力
で
、
中
心
市
街
地
を
よ

り
楽
し
く
元
気
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成

２6
年
６
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
毎
週
楽
し

い
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
５
月

14
日
に
第
１
５
０
回
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

特
別
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
い
つ

も
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
他
に
、
さ
ら
に
特
別
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
５
人
の
方
に
差
し
上
げ
ま
す
。

謡
曲
、
歌
と
踊
り
の
饗
（
き
ょ
う
）
宴
の
ス

テ
ー
ジ

■
日
時
／
５
月
14
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
観
世
流
歓
謡
会
、
農
民
歌
手
・
鈴

木
久
司
＆
日
本
舞
踊
寿
々
の
会

大
正
琴
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
５
月
２1
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時

■
出
演
／
琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会
、
ベ
リ
ー

　
ダ
ン
ス
・
サ
フ
ィ
ナ

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

春
の
映
画
祭
「
風
花
」
上
映

　
美
し
い
信
濃
路
。
名
倉
家
の
娘
が
嫁
入
り

の
日
、
弟
が
姿
を
消
し
た
。
1８
年
前
、
春
子

が
名
倉
家
の
息
子
と
飛
び
込
ん
だ
川
で
危
機

一
髪
の
と
こ
ろ
で
助
け
ら
れ
る
。
春
子
の
数

奇
な
人
生
は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
…
。

木
下
惠
介
監
督
の
詩
情
豊
か
な
幻
の
名
作
。

岸
惠
子
、
久
我
美
子
、
有
馬
稲
子
主
演
。

●
日
時
／
５
月
２0
日
(土)
午
前
10
時
～

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
施
設
利
用
料
／
１
５
０
円

●
問
合
せ
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
案
内

　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
市
内
を
４
区

域
（
寒
河
江
地
区
、
南
部
・
柴
橋
地
区
、
西

根
・
三
泉
地
区
、
高
松
・
白
岩
・
醍
醐
地
区
）

に
分
け
て
地
区
ご
と
に
送
迎
を
行
い
、
健
康

づ
く
り
や
趣
味
・
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
催

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
家
用
車
等
で
来
場

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
公
募

●
公
募
数
／
２
人(

応
募
多
数
の
際
は
抽
選)

●
応
募
資
格
／
平
成
２9
年
４
月
１
日
現
在
で

２0
歳
以
上
か
つ
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

方
。
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
平
成
31
年
５
月
２８
日
ま
で

●
応
募
方
法
／
５
月
15
日
(月)
ま
で
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
市

健
康
福
祉
課
へ
郵
送
（
〒
991-

00２1
寒
河
江

市
中
央
２
丁
目
２
番
１
号)

、
電
子
メ
ー
ル

kenkou@
city.sagae.yam

agata.jp

、持

参
の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
613
へ
。

か
も
し
か
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
で
は
、
小
学
校
入
学
前

の
子
ど
も
た
ち
が
親
子
で
楽
し
く
交
通
安
全

を
学
び
ま
す
。
今
年
度
か
ら
ハ
ー
ト
フ
ル
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時
／
１
回
目
は
５
月
下
旬
～
６
月

上
旬
、
以
後
２
カ
月
に
１
回
程
度
を
予
定
。

活
動
時
間
は
午
後
４
時
ご
ろ
か
ら
１
時
間

程
度
。

●
会
場
／
白
岩
（
麓
公
民
館)

、
三
泉
（
な
か

保
育
所
み
い
ず
み
分
園)

、
舟
橋（

舟
橋
公

民
館)

、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
会
費
／
運
営
費
と
し
て
お
や
つ
代
程
度

●
申
込
／
市
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
２31
へ
。

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

公
有
財
産
を
売
却

●
売
却
予
定
財
産
／
普
通
自
動
車
、
普
通
貨

物
車
、
軽
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

●
参
加
申
込
期
限
／
６
月
15
日
(木)
午
後
２
時

●
入
札
期
間
／
６
月
２9
日
(木)
午
後
１
時
～
７

月
６
日
(木)
午
後
１
時

●
下
見
会
／
６
月
５
日
(月)
午
前
10
時
～
午
後

３
時
。
希
望
者
は
、
６
月
１
日
(木)
午
後
３

時
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
会
場
は
、

そ
の
際
お
伝
え
し
ま
す
。

●
申
込
／
市
総
務
課
総
務
係
☎(
８
６)
２
１

１
１
内
線
407
へ
。

平
成
29
年
６
月
１
日
時
点
の

工
業
統
計
調
査
を
実
施

　
工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基

づ
く
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域

で
き
る
方
は
、
い
ず
れ
の
催
し
に
も
参
加
で

き
ま
す
。（
施
設
利
用
料
の
他
、
材
料
費
が

必
要
で
す
）

寒
河
江
市
の
歴
史
・
史
跡
講
座

■
開
催
日
／
５
月
10
日
(水)

■
送
迎
地
区
／
寒
河
江
地
区
、
南
部
・
柴
橋

地
区

Ｐ
Ｐ（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
）テ
ー
プ
物
づ
く
り

■
開
催
日
／
５
月
17
日
(水)

■
送
迎
地
区
／
西
根
・
三
泉
地
区

絵
手
紙
づ
く
り

■
開
催
日
／
５
月
２4
日
(水)

■
送
迎
地
区
／
高
松
・
白
岩
・
醍
醐
地
区

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円
、
１
日
３

０
０
円

●
申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

認
知
症
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
三
泉

●
日
時
／
５
月
1８
日
(木)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

●
内
容
／
認
知
症
介
護
に
関
す
る
講
話
、
相

談
等

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

☎(

８
５)

６
８
７
０
へ
。

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

●
日
時
／
６
月
６
日
～
２7
日
の
毎
週
火
曜
日
、

全
４
回
、
午
前
10
時
～
正
午

振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行
政
施
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

対
象
／
従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所

●
問
合
せ
／
市
政
策
企
画
課
シ
ス
テ
ム
統
計

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
41２
へ
。

総
務
省
統
計
局
の
家
計
調
査

　
国
民
生
活
の
実
態
を
家
計
収
支
の
面
か
ら

明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。
調
査
員
が
簡
単

な
聞
き
取
り
や
記
入
依
頼
で
ご
自
宅
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
地
区
／
山
岸
町
１
～
４
番
、
本
町
３

丁
目
９
～
14
番
（
準
備
調
査
は
平
成
２9
年

６
月
、
本
調
査
は
８
月
か
ら
１
年
間)

●
問
合
せ
／
県
統
計
企
画
課
生
活
統
計
担
当

☎
０
２
３(

６
３
０)

２
１
８
７
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

母
の
日
に
贈
る
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
」

　
母
の
日
に
ご
自
分
で
生
け
た
お
花
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
感
謝
の
言
葉
を

添
え
て
、
す
て
き
に
彩
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
を
贈
れ
ば
き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
先
へ
要
申
し
込
み
。

■
日
時
／
５
月
13
日
(土)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
材
料
代
／
２
千
円

屋
外
施
設
が
オ
ー
プ
ン

お
知

ら
せ

■
東
北
最
大
級
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
／
利
用

時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
月
曜
日

お
よ
び
雨
天
時
は
休
業)

。
利
用
料
は
大

人
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
５
０
円
で
、

初
回
利
用
時
に
登
録
が
必
要
。

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
／
受
付
時
間
は
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分
。
利
用
料
は
大
人
４

０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
０
０
円
。

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
・
臨
川
亭

イ
ベ
ン
ト
情
報

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

■
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園
絵
手
紙
教
室

「
絵
手
紙
展｣

／
５
月
10
日
(水)
～
２3
日
(火)
の

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後

３
時)

。
ま
た
、
期
間
中
は
体
験
教
室
を
行

い
ま
す
。（
日
程
は
要
問
合
せ
）

■
俳
句
と
生
け
花
の
コ
ラ
ボ
展
／
５
月
２5
日

(木)
～
２８
日
(日)
（
俳
句
作
品
展
示
は
６
月
２

日
(金)
ま
で
）
の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
。

　
「
さ
が
え
さ
く
ら
ん
ぼ
俳
句
会
」
と
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
で
生
け
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
「
す
ま
い
る
ク
ラ
ブ
」
の

コ
ラ
ボ
展
で
す
。
５
月
２８
日
(日)
に
は
廃
材

を
利
用
し
た
「
花
器
作
り
と
生
け
花
」
の

体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。（
開
催
時
間
・
料

金
は
要
問
合
せ
）

臨
川
亭
（
受
付
・
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

■
立
礼
席
呈
茶
／
５
月
２0
日
(土)

■
羽
楽
流
月
釜
／
５
月
２８
日
(日)

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
第
一
子
が
６
月
６
日
時
点
で
２
～

５
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
、
10
組

●
内
容
／
他
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
赤
ち

ゃ
ん
と
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

公
開
講
演
会

●
日
時
／
５
月
２7
日
(土)
午
後
２
時
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
県
立
河
北
病
院
緩
和
ケ
ア
科
長
・

奥
山
慎
一
郎
氏
が
「
が
ん
に
な
っ
て
も
あ

な
た
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
支
え
る（
仮
）」

と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。

●
申
込
／
寒
河
江
市
西
村
山
郡
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
支
援
室
た
ん
ぽ
ぽ
☎(

８
４)

７

１
０
７
へ
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
／
５
月
２4
日
(水)
午
後
６
時
～
８
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
可

●
内
容
／
㈱
Ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
の
田
岡

英
明
氏
が
「
人
を
育
て
活
か
す
組
織
づ
く

り
と
は
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。
ま
た
、

多
様
な
人
材
を
活
用
し
、
企
業
競
争
力
強

化
に
つ
な
げ
て
い
る
県
内
企
業
を
紹
介
し

ま
す
。

●
申
込
／
寒
河
江
青
年
会
議
所
☎(

８
６)

８

８
８
１
へ
。
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■次号の市報５月２0日号は、５月19日㈮に発行します。

５月の行事予定
5 ㈮ 休日当番医（熊坂整形外科医院）

6 ㈯
7 ㈰ 郷間正観ギャラリートーク／休日当番医（鈴木眼

科)／証明書交付窓口開庁（午前）

8 ㈪ 市立図書館休館日

9 ㈫
こころの健康相談／ゆめはーと寒河江「育児サーク
ルYou＆友と遊ぼう」／南部・柴橋・西部地区公民
館休館日

10 ㈬ 行政相談／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

11 ㈭ 健康相談／ふるさと交流スペース／市民浴場休場日

12 ㈮
13 ㈯ 寒河江つつじまつりイベントデー前夜祭／さがえ

ちぇり～マルシェ朝市

14 ㈰
フラワーロード・花いっぱいまちづくり推進事業植
栽／寒河江つつじまつりイベントデー／休日当番医
(田村内科・消化器科クリニック)／証明書交付窓口
開庁（午前）

15 ㈪ 法律相談

16 ㈫
17 ㈬ 市小学校陸上競技大会／ゆめはーと寒河江「お誕生

会」／１歳６カ月児健診

18 ㈭ ふるさと交流スペース

19 ㈮
離乳食前期教室／パパママスクール・祖父母学級
／子育てサロンエンジェル「バルーンアートを楽
しもう」

20 ㈯
21 ㈰ 休日当番医（武田婦人科・内科医院)／証明書交付

窓口開庁（午前)／ハートフルセンター休館日

22 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

23 ㈫ ゆめはーと寒河江「交通安全教室」／中央公民館、
市立図書館休館日

24 ㈬ 市立図書館、フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

25 ㈭ 健康相談／ふるさと交流スペース／９～10カ月児健
診／市立図書館休館日

26 ㈮ 市長相談／２歳６カ月児歯科検診／市立図書館休館日

27 ㈯ 市立図書館休館日

28 ㈰ さがえちぇり～マルシェ／休日当番医（中正堂髙橋
医院)／証明書交付窓口開庁（午前）

29 ㈪
30 ㈫ ゆめはーと寒河江「赤ちゃんマッサージ」／３～４

カ月児健診

31 ㈬ ３歳児健診／固定資産税・都市計画税（１期)、軽
自動車税納期限

6/1 ㈭ ふるさと交流スペース

2 ㈮ 乳幼児歯科無料検診・８0２0長寿表彰事業

3 ㈯
4 ㈰ 休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院)／証明書交付窓

口開庁（午前)

寒
河
江
法
人
会
総
会

記
念
講
演
会

●
日
時
／
５
月
17
日
(水)
午
後
３
時
30
分
～
５
時

●
会
場
／
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
本
館

●
内
容
／
農
学
博
士
・
小
國
伊
太
郎
氏
が
「
緑

茶
と
生
活
習
慣
病
対
策
～
が
ん
予
防
作
用

を
中
心
に
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
寒
河
江
法
人
会
☎(

８
６)

１
２

４
５
へ
。

寛
永
白
岩
義
民
３
７
９
年
祭

講
演
会

●
日
時
／
５
月
14
日
(日)
午
後
２
時
～

●
会
場
／
誓
願
寺
（
白
岩
）

●
内
容
／
渡
辺
為
夫
氏
が
「
白
岩
百
姓
の
江

戸
上
訴
の
顛（
て
ん
）末
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
白
岩
義
民
顕
彰
会
☎(

８
７)

１

５
２
９
へ
。

目
の
健
康
講
座

●
日
時
／
５
月
２1
日
(日)
午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
会
場
／
山
形
市
中
央
公
民
館

●
内
容
／
講
演
会
（「
い
ま
ま
で
の
緑
内
障
、

　
こ
れ
か
ら
の
緑
内
障
」
山
形
大
学
医
学
部

眼
科
・
菅
野
彰
氏
、「
加
齢
に
よ
る
目
の

衰
え
」
山
形
市
立
病
院
済
生
館
・
大
村
眞

氏)

、
目
の
健
康
相
談

●
問
合
せ
／
山
形
県
眼
科
医
会

　
☎
０
２
３（
６
６
６)

５
２
０
０
へ
。

県
立
中
央
病
院

　
県
民
健
康
講
話

●
日
時
／
５
月
13
日
(土)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
会
場
／
遊
学
館
（
山
形
市
）

●
内
容
／「
肺
の
病
気
の
お
話
」
を
テ
ー
マ

に
同
病
院
呼
吸
器
内
科
の
３
人
の
医
師
が

解
説
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
県
立
中
央
病
院
医
療
連
携
・
相

談
室
☎
０
２
３（
６
８
５)

２
６
２
６
へ
。

市
体
育
振
興
公
社

弓
道
教
室

●
日
時
／
５
月
２3
日
～
７
月
２5
日
の
毎
週
火

曜
日
、
全
10
回
、
午
後
７
時
～
９
時

●
会
場
／
市
民
弓
道
場

●
対
象
／
小
学
校
高
学
年
以
上
の
方
、
10
人

●
参
加
料
／
３
８
０
０
円

●
申
込
／
５
月
16
日
(火)
ま
で
市
民
体
育
館

　
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

社
交
ダ
ン
ス

メ
ン
バ
ー（
初
心
者
）募
集

●
日
時
／
６
月
～
８
月
の
期
間
の
土
曜
日
、

全
1２
回
、
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

　市国際交流協会は、市民主体の国際交流と相互
理解の促進などを目的としており、トルコの食文
化に触れて理解を深める「トルコ生活を味わう会」
や、市内ＮＰＯ法人との合同交流会などの活動を
しています。
　市民の方はもちろん、市内に勤務する方、企業
や各種団体など、どなたでも入会できます。
●年会費／個人２千円、団体５千円
● 申込／市国際交流協会（市政策企画課政策調整
係）☎８6-２111内線409へ。

市国際交流協会会員を募集

５月13日（土）
６:30～７:30
寒河江駅前
みこし公園

● 問合せ／市
　商工創成課
　☎８6-２111内
　線4２1へ。

さがえちぇり～
マルシェ朝市

●
会
場
／
柴
橋
地
区
公
民
館

●
参
加
料
／
４
千
円
（
1２
回
分
）

●
申
込
／
さ
く
ら
ん
ぼ
Ｄ
Ｓ
担
当
・
佐
藤
さ

ん
☎(

８
７)

３
１
５
７
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
催
の
講
習
会

リ
ン
ゴ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
摘
果
講
習
会

■
日
時
／
５
月
17
日
(水)
午
前
10
時
～

■
会
場
／
長
岡
山
果
樹
園

サ
ク
ラ
ン
ボ
詰
め
方
講
習
会

■
日
時
／
５
月
２3
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
10
人

●
対
象
／
原
則
60
歳
以
上
の
方

●
申
込
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

応
急
手
当
講
習
会

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
要
領
」

●
日
時
／
５
月
1２
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ

●
対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
可

●
問
合
せ
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
管
理

室
☎(

７
７)

６
３
３
０
へ
。

借
金
返
済
に
関
す
る

無
料
相
談
窓
口

　
借
金
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
は
お
電
話
を
。

●
受
付
／
平
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
問
合
せ
／
山
形
財
務
事
務
所

　
☎
０
２
３(

６
４
１)

５
２
０
１
へ
。

ＮＨＫデータ放送で休日当番
医や公共施設の休館日等の情
報を配信しています
　市では、ＮＨＫのデータ放送を利用し下記内容
を配信しています。ぜひご活用ください。
● 配信内容／休日当番医、公共施設の休館日等、
各種相談窓口、税等の納期限、日曜日の証明書
交付窓口など

● データ放送の見方／①チャンネルをＮＨＫ総合
にする�→�②リモコンの「ｄ(データ放送)」ボ
タンを押す�→�③「防災・生活情報」を選択�→�
④「市町村からのお知らせ」を選択�→�⑤緑ボ
タン「市町村選択」で「寒河江市」を選択

●�問合せ／市政策企画課広報広聴係☎86-2111内
線410へ。

　４月14日㈮に放射線量を測定しました。
市内の放射線量測定結果

測定場所・状態 天候
測定値(マイクロシーベルト／時)
地上0.5ｍ 地上１ｍ

寒河江高校新
グラウンド・土 晴 0.06 0.06

不用品登録制度（４月19日現在）
　問い合わせいただいた方に各項目提供者等の連
絡先をお伝えしますので、直接交渉してください。
■あげます／日本人形、茶だんす、食器
■譲ります／２人掛けソファー、普通自動車用夏
　タイヤ、和室用テーブル、棚、ポールハンガー、
　食洗器、50ccミニカー、50ccミニバイク
■譲って／51cc～２50ccバイク、ベンチプレス、介
　護用おむつ・パンツ・紙パット

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■あげます／学習机、中学生男子学生服、陵南中学
　校女子夏制服
■譲って／二段ベッド、チャイルドシート、山形西
　高等学校制服
●問合せ／市市民生活課☎８6-２111内線２3２へ。

４月の休日当番医
をお知らせする画
面です

　フラワーロード植栽事業の30周年を記念して、
記念式典を行います。
●日時／５月14日㈰午前８時～
● 場所／チェリーランドイベン
ト広場

● 内容／感謝状贈呈・記念植栽
など。記念植栽終了後に花苗
のプレゼントがあります（先
着500人)。式典・記念植栽は
どなたでも参加できます。

● その他／当日は午前６時からフラワーロード・
花いっぱいの植栽を行います。

●問合せ／市建設管理課建築住宅係☎８6-２111
　内線33２へ。

フラワーロード植栽30周年記念式典
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寒
河
江
型
ネ
ウ
ボ
ラ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
４
月

以
降
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
家
庭

に
、
ベ
ビ
ー
用
品
や
紙
お
む
つ
購
入

用
の
商
品
券
な
ど
育
児
に
必
要
な
品

物
を
贈
る
「
さ
が
え
っ
こ
ハ
ッ
ピ
ー

ギ
フ
ト
事
業
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

そ
の
初
め
て
の
贈
呈
が
４
月
17
日
に

行
わ
れ
、
佐
藤
市
長
が
鈴
木
琉
生
ち

ゃ
ん
、
佐
藤
茉
央
ち
ゃ
ん
の
家
庭
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
に
手
渡

し
ま
し
た
。
今
後
は
市
の
保
健
師
が

新
生
児
訪
問
の
際
に
お
届
け
し
、
産

後
ケ
ア
や
育
児
の
相
談
な
ど
き
め
細

か
な
支
援
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
し
て
い
る
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
母
子
保
健
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
保
健
師
）
が
産
前
産

後
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感
じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、
地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん
の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

すぽっとチャンネル
市民レポーター さくらんぼ特派員

今
月
の
表
紙

■
発
行
／
寒
河
江
市
政
策
企
画
課
広
報
広
聴
係　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
一
丁
目
９
番
45
号　
☎（
８
６
）２
１
１
１

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

Twitterでも特派員が
情報配信中
https://twitter.com/
sagae_tokuhain

　飼い主に連れ
られてたくさん

の犬が

登録や注射に集
まっていました

。ペッ

トは大事な家族
の一員です。天

寿を全

うするまでしっ
かりと飼いまし

ょう。

もしいなくなっ
てしまっても諦

めずに

警察や保健所に
連絡すれば、見

つかる

事もあるとの事
でした。�（北條

幸子）

　寒河江市から台湾中部の雲林県に向けて、小学生から高校生まで10人が短期ホームステイに出発しました。現地では、新聞等で報道され温かく歓迎されたようです。この体験を機に世界へ視野を向け貢献できる人材になってほしいと思っています。�（佐藤真由美）

�

　平塩舞楽が４月３日に平塩熊野神社で奉納されました。古代から受け継がれてきた様相が色濃く残る特徴的な舞の１つに「稚児舞」があります。幼い中にも伝統を背負った雄々しい舞に感動しました。舞を終えた後の可愛らしい表情が印象的でした。�(酒井由美子）
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さがえの旬の情報、ご覧ください！
インターネットで検索 寒河江市役所 検索


